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問１：次の漢字のよみがなを記入せよ。
①　鯰
②　鱈
③　鱠

問２：「鱠」という漢字は何を表すと推測できるか。
①　虫の種類
②　鳥の種類
③　魚の種類

国 国⇆

　このようにすべてfishで終わります。③のlizardfishというのは欧米人な

ら誰でも知っているといった単語ではありませんが、英語圏の人が見れば

魚を意味するということが一目瞭然なのです。では、もっと実用的な単語

を例にとってみましょう。

■ international（国際的な）

inter-nation-al

まずinternationalという単語は、上のように3つの部品に分解できます。そ

して、それぞれの部品は次のような意味です。

inter-（～の間で）

nation（国）

-al（形容詞をつくる）

つまり、「国と国の」という意味なのです。その自然な訳語が「国際的な」

という日本語なわけです。nationは「国」という意味の単語です。inter-（～

の間で）と-al（形容詞をつくる）は単独では存在しません。inter（埋葬する）

という単語がありますが、語源は別なのでinternationalのinter-とは関係あ

りません。そしてinter-のように頭にくっつくものを接頭辞（prefix）、-alの

ようにお尻にくっついて品詞を決めるものを接尾辞（suffix）といいます。

英語の単語の約50パーセントはラテン語、約10パーセントは古代ギリシャ

語 に 由 来 し ま す。そ し て、こ れ を 合 わ せ た 約 60 パ ー セ ン ト の 単 語 は

internationalを分解したように語源学的に分解できるのです。ただしその

60パーセントの全てが「接頭辞＋単語＋接尾辞」のようになるわけではあ

りません。接頭辞・接尾辞の他に単語を構成する要素の１つに語根（radix）

と呼ばれるものがあります。例を挙げてみましょう。ラテン語にrumpereと

いう単語があります。これは英語に入って-rupt-という語根になりました。

具体的には、次のような単語の語源となりました。

　早速、語源による単語力アップ法の概要を説明します。その前に少しだ

け漢字クイズにお付き合いください。

　さて3つめは何と読むのでしょう?  わからない人も多いでしょうが、こ

の漢字が読めなくてもわかることがあります。そこで次の問題です。

　この正解は、間違いなく「③魚の種類」でしょう。なぜかと聞かれれば、「魚

という字があるからだ」とみなさんは言うでしょう。このように私たち日

本人は漢字の偏やつくりから、その漢字が何を意味するかわかることがあ

ります。これは英語にも言えることなのです。では具体的に例を使って説

明します。ちなみに、③のよみがなは「エソ」（かまぼこの材料に使われる）

です。

　さて、漢字クイズの魚を英語で言うと、以下のようになります。

①　catfish（ナマズ）

②　codfish（タラ）

③　lizardfish（エソ）

人・神の名前が語源のもの

　これはもちろん分解できません。代表例を挙げておきます。

　sandwich（サンドイッチ）は、サンドイッチ伯爵（John Montagu）とい

うカード賭博の好きな人の名前に由来します。彼は食事のために卓上を離

れることを嫌い、サンドイッチを考案したそうです。他にはcardigan（カー

ディガン）もそうです。これはクリミア戦争で、英国のカーディガン伯爵

（James Thomas Brudenell）という人が甲冑の中に着ていたのが初めとされ

ています。Hotchkiss（ホッチキス）というのも、1903年に日本に初めて

輸入されたときのアメリカの製造元ホッチキス社の創業者の名前に由来し

ます。余談ですが「ホッチキス」という言葉は和製英語で、英語では

staplerといいます。

　そして、神様の名前が語源とされている単語ももちろん分解できません。

例えば、volcano（火山）という単語です。これは古代ローマの火と鍛冶の

神 ウ ル カ ヌ ス と い う 神 様 の 名 前 が 語 源 と さ れ て い ま す。ラ テ ン 語 の 

Vulcānusがイタリア語に入って英語化しました。その他にはzephyr（そよ風・

西風）という単語があります。これはギリシャ神話の西風の神Ζέφuρος（ゼ

フィロス）から来ています。

その他の外来語由来の語

　そしてラテン語・ギリシャ語由来以外の単語は分解できません。という

より分解しません。なぜかというと、効率的ではないからです。１つ例を

挙げます。orangutan（オランウータン）という単語はもともとマレー語で

orangは「人」、utanは「森の」という意味です。このように分解はできる

のですが、orang××とか××utanなどの単語が英語の中にたくさんある

わけではありません。orangが「人」、utanが「森の」というのを知ってい

■ rupt-ure＝rupture（破裂）

-ureは名詞をつくる接尾辞です。「破れること」という意味です。

■ bank-rupt-cy＝bankruptcy（倒産）

bank（金庫）が破れるから「倒産」、-cyは名詞をつくる接尾辞です。ちな

みにbank（銀行）の語源はイタリア語のbanca（机）という単語です。他に、

bank（土手）という単語もありますが、この単語の語源はデンマーク語の

banke（土手）から来ています。

■ e-rupt＝erupt（噴火する）

e-は「外に」という意味の接頭辞です。溶岩（lava）が火山の外に破れて飛

び出すイメージです。

　このように単語には様々なタイプの構成パターンがあります。接頭辞と

語根と接尾辞の中で頻出なものを覚えるとだいたい500くらいあります。

この500を覚えるだけでみなさんの単語力は飛躍的に増えるのです。本書

では、接頭辞・語根・接尾辞を合わせて541語収録しており、必要十分を

満たしています。

　さらに語源で単語を増やす利点として、フランス語やドイツ語など他の

言語を学ぶときにも役に立つということがあります。だいたいヨーロッパ

の言語というのはラテン語・ギリシア語を根幹にしていますし、英語はフ

ランス語から多くの単語を借り入れています。ということは英語の語源を

学ぶことはフランス語を始めとする多くのヨーロッパ言語を同時に学ぶと

いうことなのです。単語を語源で覚えるには様々な利点があるのです。

　ところで私は約60パーセントの単語を分解できると言いましたが、次に

残りの約40パーセント、つまり分解できない単語を見ていきましょう。

はcap（帽子）、capital（首都）、captain（キャプテン）、capitalism（資本主義）

などの語源です。余談ですが、caputという単語はcabbage（キャベツ）の

語源であるという説があります。「頭の形をした野菜」というのがもともと

の意味です。もっともcabbage（キャベツ）というのは元来フランスの北部

で使われていた方言ですので、他のcaptを語源に持つ単語と、綴りが若干

異なります。なんと語源学的に言えば、資本主義とキャベツは親戚なのです。

　1つ付け加えておくと、caputがcabbageのように変化していますが、p

とbは音声学上変化しやすい傾向があります。例えばkidnap（誘拐する）

という単語のnapの部分はもともとnab（ひったくる）という意味です。

kidnapは特にransom（身代金）目当ての誘拐を意味します。「金以外の目

的に誘拐する」という意味ではabductという単語を使います。

　話が少しそれましたが、「頭」のように日常よく使われる語は時間の流れ

とともに簡単に意味が変わってしまうのです。ですが、難しい単語はそれ

だけ言葉としての使用頻度が低いので語源に近い意味が単語に残っている

のです。INTRODUCTIONで紹介した難しい単語を例にとってみましょう。

pneumonoultramicroscopicsilicovolcanoconiosis（珪性肺塵病）

　この45文字の単語もでたらめに構成されているわけではありません。以

下のように分解できます。

pneumono-（肺の）
pneumono-は肺に関係する単語をつくります。例えばpneumoniaは「肺炎」

という意味の単語です。肺自体は英語ではlungといい、左右に2つあるの

で通常は複数形のsがつきます。

ultra（超・極端な）
ウルトラマンのウルトラです。ultraは単語として存在しています。名詞の

てもorangutan以外の単語には全く役に立ちません。他に例を挙げると

tsunami（津波）という単語があります。日本語の「津波」が英語化したも

のですが、tsuが「津（みなと）」でnamiが「波」という知識が他の英単語

を分解するときに役に立つわけではありません。というわけで、その他の

外来語は分解しないというわけです。

擬音語・擬声語

　これも言うまでもなく分解できません。日本語の「ドーン」とか「コケコッ

コー」を意味で分解することができないのと同じです。具体的な単語でい

えばslap（平手打ち）という単語です。これは低地ドイツ語のslappが英語

化したのですが、平手打ちの音からきた擬音語です。

土地名が語源のもの

　これも人・神の名前と同じ要領です。具体的な例を挙げるとpalace（宮殿）

があります。この単語は昔、パラティヌスの丘といって、歴代ローマ皇帝

の邸宅があった場所の名前からきています。ラテン語では Palātiumといっ

て中期ラテン語が英語化しました。

　分解できない単語はだいたいこの4パターンに分類されます。以上の分解

できないパターンを除いて、難しい専門用語にも語源で単語を増やすという

テクニックは使えます。特に難しい単語というのは使われる頻度が少ないの

で時間の流れとともに言葉の意味が変わるということはあまりありません。

逆に日常よく使われる単語というのは、それだけ意味も変わりやすいのです。

　ラテン語にcaputという単語があります。もともとは「頭」という意味で

したが、時間の流れとともに「頭」という意味から「主要な」という意味

が生まれ、中期ラテン語では「富」という意味が生まれました。この単語

　また英語の単語の中で他に長いものに以下のようなものがあります。

supercalifraglisticexpialidocious

　この単語はミュージカル映画『メリー・ポピンズ』の中で歌われた、子

どもが英語の長い語を言うためにわざわざ作った造語ですので、分解でき

ません。

　以上で理論の説明を終わります。次は、この暗記法を使うのに必要とさ

れるいくつかのルールや概念の説明をします。

知らない単語の類推について

　英文を読んでいれば知らない単語に必ず出くわします。多くの本では、「文

脈から判断しろ」と説いています。私はこの点に関しては全くその通りだと

思います。しかし、語源学を勉強すれば自分の知らない単語がどういう意

味なのか、類推することがもっと本格的にできるのです。まず単語自体を

知らなくても接頭辞・語根・接尾辞を知っていればそれなりの目途がつき

ます。そして次の2つのルールを知っていれば、知らない単語の性質がもっ

とわかってくるのです。

長い単語ほど特殊な意味を持つ

　接頭辞や接尾辞がくっつくというのは、その分単語の意味が特殊化する

わけです。

用法では「思想の過激な人」となります。もっともこの意味ではextremist

という単語を使う方が一般的です。発音はウルトラではなく［ʌltrə］とな

ることに注意が必要です。

microscopic（小さく見える）
　この単語はさらにmicro-（小さく）、-scope-（見る）、-ic（形容詞をつくる）

と分解できますが、microscopic（非常に小さな）という単語として存在し

ていますので、本書では単語として扱います。

silico（ケイ素）
　日本語でもシリコンといいますがsilico-はケイ素に関係する単語をつくり

ます。ケイ素を漢字で書けば珪素となり、「珪性肺塵病」の珪の元です。

volcano（火山）
　これは語源を前述しました。単語として存在します。

coniosis（粉塵病）
　coni-は「埃」という意味で、-osisは「症状」を示す単語をつくります。

coniosisは埃や塵を吸っておこる粉塵病という病気名を示す単語です。

　以上の「肺の」「極端な」「小さく見える」「ケイ素」「火山」「埃」「症状」

から判断すると、この単語は「火山から出たとても小さなケイ素を吸って起

こる肺の病気」だということがわかります。ちなみに、この単語は1935年

にアメリカのパズル愛好家組織（National Puzzlers' League）の会長である

Everett M. Smithによって造語されたといわれており、実際の医学用語では

ありません。

接頭辞で、predictは「何かが起こる前にそれを言う」つまり「予測する」

という意味です。それに-able（可能という意味を付加する）という接尾辞

がつけば「予測できる」。さらにun-（否定）がくっつけば「予測できない」

という意味になるのです。このように接頭辞や接尾辞がくっつくことによっ

て語根の意味はどんどん具体的かつ特殊になるのです。接頭辞や接尾辞が

くっつくということはそれだけ単語が長くなりますから、長い単語ほど意

味が特殊なわけです。p.11の45文字の英単語も「珪性肺塵病」というとて

も特殊な意味でしたよね。

語尾に注目する

　語尾に注目すれば単語の性質がもっと見えてきます。具体的にギリシャ

語に由来する単語を例にとってみましょう。英単語の約10パーセントは古

代ギリシャ語由来です。そしてギリシャ語由来の単語は専門用語が多く、

特に科学・医学・数学・政治学の単語の起源はギリシャ語に影響されています。

次の表を見てください。

　-on、-itisで終わる単語をいくつか集めましたが、これらはギリシャ語系

の接尾辞で、それぞれ素粒子、炎症などの意味を添加します。このように

接尾辞を頭に入れて語尾を見ると、その単語が海のものか山のものかくら

いの予想はできることがあります。

　日本語で考えてみましょう。例えば、「だんご」という言葉があります。

これに「みたらし」という言葉がくっつくと「みたらしだんご」になります。

この時点で、絶対数がぐんと減ります。だんごはだんごでも「草だんご」や「ご

まだんご」ではダメなわけですから。さらに、みたらしだんごの方が具体

的になります。お使いで「だんご買ってきて」と言われるより「みたらし

だんご買ってきて」と言われた方が具体的でわかりやすいはずです。この

ように、「みたらし」という言葉１つでだんごは特殊化してしまうのです。

さらに「手作り」とか「なになに屋で売っている」とか「出来立ての」な

ど修飾語が増えれば、それだけだんごの絶対数が減り、意味は特殊化され

ます。

 

　英語で見てみましょう。上の図を見てください。-dict-というのはラテン

語のdicere（言う）から来た語根です。pre-は「前に・先に」という意味の

接頭辞のイメージ

　本編に入る前に接頭辞のイメージを図で確認しておきましょう。よく使

われる接頭辞というのは限られていますので、これらのイメージがつかめ

れば語彙力の大幅アップも夢ではありません。それと同時に、綴りのパター

ンも確認しておきましょう。単語には綴りのルールがあります。接頭辞と

語根が結合するときに発音しやすいように綴りが変化したり、音が抜け落

ちたりするものです。試しにin・possibleと10回言ってみてください。知

らないうちにimpossibleの音に近づくはずです。言葉というのは、人間の

使うものですので、より実用的なものに変化するのが当たり前ですよね。

英単語の暗記をするときにもこのルールを知らないと接頭辞などを見抜く

のに苦労しますので、代表的なものを覚えておくとよいでしょう。

　綴りの変化のほとんどはassimilation（同化）と呼ばれるもので、接頭辞の

後ろに来る語に接頭辞の語尾がつられたり消滅したりします。例を挙げます。

例１

in（中に）＋migrate（移動する）＝immigrate（移住する）

（nがmにつられています）

例2

mono（ひとつ）＋arch（支配者）＝monarch（専制君主）

（oが消滅しています：母音と母音が結合する場合、接頭辞の語尾の母音が

消滅するというルールがあります）

　特に例1のassimilation（同化）に関しては、単に後ろの語につられるだ

けですので見抜くのは簡単です。これについては、接頭辞のイメージとと

他の外国語に使ってみる

　さてこの項では語源で単語を覚える方法を、他の言語に使ってみましょう。

具体的に、英語に縁のあるドイツ語を使ってみます。

■ schreiben（書く）

これは英語のwrite（書く）にあたります。語源は英語のscript（手書きの文書）

と同じです。この単語に接頭辞をつけると下のような単語ができます。

■ vorschreiben（規定する・書き方を教える）

vor（最初に・～の前に）＋schreiben（書く）

「最初に書く」ということは「最初に書いて定める」ということですから、「規

定する」という意味になります。「書き方を教える」も同じで、書き方を教

えるなら最初に見せないといけませんね。他にもschreibenを含む単語には

以下のようなものがあります。

zuschreiben（～のせいにする）

zu（～に）＋schreiben（書く）

umschreiben（書き直す）

um（周りを）＋schreiben（書く）

beschreiben（知らせる）

be（強意）＋schreiben（書く）

einschreiben（記名する）

ein（中に）＋schreiben（書く）

ausschreiben（広告する・書き抜く）

aus（外に） ＋schreiben（書く）

もに綴りの変化パターンを以下にまとめました。ただし、接頭辞によって

はまったく変化しないものもありますし、例1の変化パターンだけのものや

例2の変化パターンだけのもの、両方のパターンがあるものなど様々です。

以下は頻出の接頭辞の基本的なルールです。例外もありますが、それにつ

いては実践編でできるだけ解説をしています。

p003-025_2020_INTRODUCTION_理論編_実践編前文.indd   7p003-025_2020_INTRODUCTION_理論編_実践編前文.indd   7 2022/10/29   4:22:392022/10/29   4:22:39

6

問１：次の漢字のよみがなを記入せよ。
①　鯰
②　鱈
③　鱠

問２：「鱠」という漢字は何を表すと推測できるか。
①　虫の種類
②　鳥の種類
③　魚の種類

国 国⇆

　このようにすべてfishで終わります。③のlizardfishというのは欧米人な

ら誰でも知っているといった単語ではありませんが、英語圏の人が見れば

魚を意味するということが一目瞭然なのです。では、もっと実用的な単語

を例にとってみましょう。

■ international（国際的な）

inter-nation-al

まずinternationalという単語は、上のように3つの部品に分解できます。そ

して、それぞれの部品は次のような意味です。

inter-（～の間で）

nation（国）

-al（形容詞をつくる）

つまり、「国と国の」という意味なのです。その自然な訳語が「国際的な」

という日本語なわけです。nationは「国」という意味の単語です。inter-（～

の間で）と-al（形容詞をつくる）は単独では存在しません。inter（埋葬する）

という単語がありますが、語源は別なのでinternationalのinter-とは関係あ

りません。そしてinter-のように頭にくっつくものを接頭辞（prefix）、-alの

ようにお尻にくっついて品詞を決めるものを接尾辞（suffix）といいます。

英語の単語の約50パーセントはラテン語、約10パーセントは古代ギリシャ

語 に 由 来 し ま す。そ し て、こ れ を 合 わ せ た 約 60 パ ー セ ン ト の 単 語 は

internationalを分解したように語源学的に分解できるのです。ただしその

60パーセントの全てが「接頭辞＋単語＋接尾辞」のようになるわけではあ

りません。接頭辞・接尾辞の他に単語を構成する要素の１つに語根（radix）

と呼ばれるものがあります。例を挙げてみましょう。ラテン語にrumpereと

いう単語があります。これは英語に入って-rupt-という語根になりました。

具体的には、次のような単語の語源となりました。

　早速、語源による単語力アップ法の概要を説明します。その前に少しだ

け漢字クイズにお付き合いください。

　さて3つめは何と読むのでしょう?  わからない人も多いでしょうが、こ

の漢字が読めなくてもわかることがあります。そこで次の問題です。

　この正解は、間違いなく「③魚の種類」でしょう。なぜかと聞かれれば、「魚

という字があるからだ」とみなさんは言うでしょう。このように私たち日

本人は漢字の偏やつくりから、その漢字が何を意味するかわかることがあ

ります。これは英語にも言えることなのです。では具体的に例を使って説

明します。ちなみに、③のよみがなは「エソ」（かまぼこの材料に使われる）

です。

　さて、漢字クイズの魚を英語で言うと、以下のようになります。

①　catfish（ナマズ）

②　codfish（タラ）

③　lizardfish（エソ）

人・神の名前が語源のもの

　これはもちろん分解できません。代表例を挙げておきます。

　sandwich（サンドイッチ）は、サンドイッチ伯爵（John Montagu）とい

うカード賭博の好きな人の名前に由来します。彼は食事のために卓上を離

れることを嫌い、サンドイッチを考案したそうです。他にはcardigan（カー

ディガン）もそうです。これはクリミア戦争で、英国のカーディガン伯爵

（James Thomas Brudenell）という人が甲冑の中に着ていたのが初めとされ

ています。Hotchkiss（ホッチキス）というのも、1903年に日本に初めて

輸入されたときのアメリカの製造元ホッチキス社の創業者の名前に由来し

ます。余談ですが「ホッチキス」という言葉は和製英語で、英語では

staplerといいます。

　そして、神様の名前が語源とされている単語ももちろん分解できません。

例えば、volcano（火山）という単語です。これは古代ローマの火と鍛冶の

神 ウ ル カ ヌ ス と い う 神 様 の 名 前 が 語 源 と さ れ て い ま す。ラ テ ン 語 の 

Vulcānusがイタリア語に入って英語化しました。その他にはzephyr（そよ風・

西風）という単語があります。これはギリシャ神話の西風の神Ζέφuρος（ゼ

フィロス）から来ています。

その他の外来語由来の語

　そしてラテン語・ギリシャ語由来以外の単語は分解できません。という

より分解しません。なぜかというと、効率的ではないからです。１つ例を

挙げます。orangutan（オランウータン）という単語はもともとマレー語で

orangは「人」、utanは「森の」という意味です。このように分解はできる

のですが、orang××とか××utanなどの単語が英語の中にたくさんある

わけではありません。orangが「人」、utanが「森の」というのを知ってい

■ rupt-ure＝rupture（破裂）

-ureは名詞をつくる接尾辞です。「破れること」という意味です。

■ bank-rupt-cy＝bankruptcy（倒産）

bank（金庫）が破れるから「倒産」、-cyは名詞をつくる接尾辞です。ちな

みにbank（銀行）の語源はイタリア語のbanca（机）という単語です。他に、

bank（土手）という単語もありますが、この単語の語源はデンマーク語の

banke（土手）から来ています。

■ e-rupt＝erupt（噴火する）

e-は「外に」という意味の接頭辞です。溶岩（lava）が火山の外に破れて飛

び出すイメージです。

　このように単語には様々なタイプの構成パターンがあります。接頭辞と

語根と接尾辞の中で頻出なものを覚えるとだいたい500くらいあります。

この500を覚えるだけでみなさんの単語力は飛躍的に増えるのです。本書

では、接頭辞・語根・接尾辞を合わせて541語収録しており、必要十分を

満たしています。

　さらに語源で単語を増やす利点として、フランス語やドイツ語など他の

言語を学ぶときにも役に立つということがあります。だいたいヨーロッパ

の言語というのはラテン語・ギリシア語を根幹にしていますし、英語はフ

ランス語から多くの単語を借り入れています。ということは英語の語源を

学ぶことはフランス語を始めとする多くのヨーロッパ言語を同時に学ぶと

いうことなのです。単語を語源で覚えるには様々な利点があるのです。

　ところで私は約60パーセントの単語を分解できると言いましたが、次に

残りの約40パーセント、つまり分解できない単語を見ていきましょう。

はcap（帽子）、capital（首都）、captain（キャプテン）、capitalism（資本主義）

などの語源です。余談ですが、caputという単語はcabbage（キャベツ）の

語源であるという説があります。「頭の形をした野菜」というのがもともと

の意味です。もっともcabbage（キャベツ）というのは元来フランスの北部

で使われていた方言ですので、他のcaptを語源に持つ単語と、綴りが若干

異なります。なんと語源学的に言えば、資本主義とキャベツは親戚なのです。

　1つ付け加えておくと、caputがcabbageのように変化していますが、p

とbは音声学上変化しやすい傾向があります。例えばkidnap（誘拐する）

という単語のnapの部分はもともとnab（ひったくる）という意味です。

kidnapは特にransom（身代金）目当ての誘拐を意味します。「金以外の目

的に誘拐する」という意味ではabductという単語を使います。

　話が少しそれましたが、「頭」のように日常よく使われる語は時間の流れ

とともに簡単に意味が変わってしまうのです。ですが、難しい単語はそれ

だけ言葉としての使用頻度が低いので語源に近い意味が単語に残っている

のです。INTRODUCTIONで紹介した難しい単語を例にとってみましょう。

pneumonoultramicroscopicsilicovolcanoconiosis（珪性肺塵病）

　この45文字の単語もでたらめに構成されているわけではありません。以

下のように分解できます。

pneumono-（肺の）
pneumono-は肺に関係する単語をつくります。例えばpneumoniaは「肺炎」

という意味の単語です。肺自体は英語ではlungといい、左右に2つあるの

で通常は複数形のsがつきます。

ultra（超・極端な）
ウルトラマンのウルトラです。ultraは単語として存在しています。名詞の

てもorangutan以外の単語には全く役に立ちません。他に例を挙げると

tsunami（津波）という単語があります。日本語の「津波」が英語化したも

のですが、tsuが「津（みなと）」でnamiが「波」という知識が他の英単語

を分解するときに役に立つわけではありません。というわけで、その他の

外来語は分解しないというわけです。

擬音語・擬声語

　これも言うまでもなく分解できません。日本語の「ドーン」とか「コケコッ

コー」を意味で分解することができないのと同じです。具体的な単語でい

えばslap（平手打ち）という単語です。これは低地ドイツ語のslappが英語

化したのですが、平手打ちの音からきた擬音語です。

土地名が語源のもの

　これも人・神の名前と同じ要領です。具体的な例を挙げるとpalace（宮殿）

があります。この単語は昔、パラティヌスの丘といって、歴代ローマ皇帝

の邸宅があった場所の名前からきています。ラテン語では Palātiumといっ

て中期ラテン語が英語化しました。

　分解できない単語はだいたいこの4パターンに分類されます。以上の分解

できないパターンを除いて、難しい専門用語にも語源で単語を増やすという

テクニックは使えます。特に難しい単語というのは使われる頻度が少ないの

で時間の流れとともに言葉の意味が変わるということはあまりありません。

逆に日常よく使われる単語というのは、それだけ意味も変わりやすいのです。

　ラテン語にcaputという単語があります。もともとは「頭」という意味で

したが、時間の流れとともに「頭」という意味から「主要な」という意味

が生まれ、中期ラテン語では「富」という意味が生まれました。この単語

　また英語の単語の中で他に長いものに以下のようなものがあります。

supercalifraglisticexpialidocious

　この単語はミュージカル映画『メリー・ポピンズ』の中で歌われた、子

どもが英語の長い語を言うためにわざわざ作った造語ですので、分解でき

ません。

　以上で理論の説明を終わります。次は、この暗記法を使うのに必要とさ

れるいくつかのルールや概念の説明をします。

知らない単語の類推について

　英文を読んでいれば知らない単語に必ず出くわします。多くの本では、「文

脈から判断しろ」と説いています。私はこの点に関しては全くその通りだと

思います。しかし、語源学を勉強すれば自分の知らない単語がどういう意

味なのか、類推することがもっと本格的にできるのです。まず単語自体を

知らなくても接頭辞・語根・接尾辞を知っていればそれなりの目途がつき

ます。そして次の2つのルールを知っていれば、知らない単語の性質がもっ

とわかってくるのです。

長い単語ほど特殊な意味を持つ

　接頭辞や接尾辞がくっつくというのは、その分単語の意味が特殊化する

わけです。

用法では「思想の過激な人」となります。もっともこの意味ではextremist

という単語を使う方が一般的です。発音はウルトラではなく［ʌltrə］とな

ることに注意が必要です。

microscopic（小さく見える）
　この単語はさらにmicro-（小さく）、-scope-（見る）、-ic（形容詞をつくる）

と分解できますが、microscopic（非常に小さな）という単語として存在し

ていますので、本書では単語として扱います。

silico（ケイ素）
　日本語でもシリコンといいますがsilico-はケイ素に関係する単語をつくり

ます。ケイ素を漢字で書けば珪素となり、「珪性肺塵病」の珪の元です。

volcano（火山）
　これは語源を前述しました。単語として存在します。

coniosis（粉塵病）
　coni-は「埃」という意味で、-osisは「症状」を示す単語をつくります。

coniosisは埃や塵を吸っておこる粉塵病という病気名を示す単語です。

　以上の「肺の」「極端な」「小さく見える」「ケイ素」「火山」「埃」「症状」

から判断すると、この単語は「火山から出たとても小さなケイ素を吸って起

こる肺の病気」だということがわかります。ちなみに、この単語は1935年

にアメリカのパズル愛好家組織（National Puzzlers' League）の会長である

Everett M. Smithによって造語されたといわれており、実際の医学用語では

ありません。

接頭辞で、predictは「何かが起こる前にそれを言う」つまり「予測する」

という意味です。それに-able（可能という意味を付加する）という接尾辞

がつけば「予測できる」。さらにun-（否定）がくっつけば「予測できない」

という意味になるのです。このように接頭辞や接尾辞がくっつくことによっ

て語根の意味はどんどん具体的かつ特殊になるのです。接頭辞や接尾辞が

くっつくということはそれだけ単語が長くなりますから、長い単語ほど意

味が特殊なわけです。p.11の45文字の英単語も「珪性肺塵病」というとて

も特殊な意味でしたよね。

語尾に注目する

　語尾に注目すれば単語の性質がもっと見えてきます。具体的にギリシャ

語に由来する単語を例にとってみましょう。英単語の約10パーセントは古

代ギリシャ語由来です。そしてギリシャ語由来の単語は専門用語が多く、

特に科学・医学・数学・政治学の単語の起源はギリシャ語に影響されています。

次の表を見てください。

　-on、-itisで終わる単語をいくつか集めましたが、これらはギリシャ語系

の接尾辞で、それぞれ素粒子、炎症などの意味を添加します。このように

接尾辞を頭に入れて語尾を見ると、その単語が海のものか山のものかくら

いの予想はできることがあります。

　日本語で考えてみましょう。例えば、「だんご」という言葉があります。

これに「みたらし」という言葉がくっつくと「みたらしだんご」になります。

この時点で、絶対数がぐんと減ります。だんごはだんごでも「草だんご」や「ご

まだんご」ではダメなわけですから。さらに、みたらしだんごの方が具体

的になります。お使いで「だんご買ってきて」と言われるより「みたらし

だんご買ってきて」と言われた方が具体的でわかりやすいはずです。この

ように、「みたらし」という言葉１つでだんごは特殊化してしまうのです。

さらに「手作り」とか「なになに屋で売っている」とか「出来立ての」な

ど修飾語が増えれば、それだけだんごの絶対数が減り、意味は特殊化され

ます。

 

　英語で見てみましょう。上の図を見てください。-dict-というのはラテン

語のdicere（言う）から来た語根です。pre-は「前に・先に」という意味の

接頭辞のイメージ

　本編に入る前に接頭辞のイメージを図で確認しておきましょう。よく使

われる接頭辞というのは限られていますので、これらのイメージがつかめ

れば語彙力の大幅アップも夢ではありません。それと同時に、綴りのパター

ンも確認しておきましょう。単語には綴りのルールがあります。接頭辞と

語根が結合するときに発音しやすいように綴りが変化したり、音が抜け落

ちたりするものです。試しにin・possibleと10回言ってみてください。知

らないうちにimpossibleの音に近づくはずです。言葉というのは、人間の

使うものですので、より実用的なものに変化するのが当たり前ですよね。

英単語の暗記をするときにもこのルールを知らないと接頭辞などを見抜く

のに苦労しますので、代表的なものを覚えておくとよいでしょう。

　綴りの変化のほとんどはassimilation（同化）と呼ばれるもので、接頭辞の

後ろに来る語に接頭辞の語尾がつられたり消滅したりします。例を挙げます。

例１

in（中に）＋migrate（移動する）＝immigrate（移住する）

（nがmにつられています）

例2

mono（ひとつ）＋arch（支配者）＝monarch（専制君主）

（oが消滅しています：母音と母音が結合する場合、接頭辞の語尾の母音が

消滅するというルールがあります）

　特に例1のassimilation（同化）に関しては、単に後ろの語につられるだ

けですので見抜くのは簡単です。これについては、接頭辞のイメージとと

他の外国語に使ってみる

　さてこの項では語源で単語を覚える方法を、他の言語に使ってみましょう。

具体的に、英語に縁のあるドイツ語を使ってみます。

■ schreiben（書く）

これは英語のwrite（書く）にあたります。語源は英語のscript（手書きの文書）

と同じです。この単語に接頭辞をつけると下のような単語ができます。

■ vorschreiben（規定する・書き方を教える）

vor（最初に・～の前に）＋schreiben（書く）

「最初に書く」ということは「最初に書いて定める」ということですから、「規

定する」という意味になります。「書き方を教える」も同じで、書き方を教

えるなら最初に見せないといけませんね。他にもschreibenを含む単語には

以下のようなものがあります。

zuschreiben（～のせいにする）

zu（～に）＋schreiben（書く）

umschreiben（書き直す）

um（周りを）＋schreiben（書く）

beschreiben（知らせる）

be（強意）＋schreiben（書く）

einschreiben（記名する）

ein（中に）＋schreiben（書く）

ausschreiben（広告する・書き抜く）

aus（外に） ＋schreiben（書く）

もに綴りの変化パターンを以下にまとめました。ただし、接頭辞によって

はまったく変化しないものもありますし、例1の変化パターンだけのものや

例2の変化パターンだけのもの、両方のパターンがあるものなど様々です。

以下は頻出の接頭辞の基本的なルールです。例外もありますが、それにつ

いては実践編でできるだけ解説をしています。
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demote
[dimóut]

階級を下げる・降格させる
de（下に）➡下に動かす

motivate
[móutəvèit]

動機を与える
ate（動詞化）

emotion
[imóuʃən]

感情・感動
e＝ex（外に）➡外へ動かされたもの

motive
[móutiv]

動機・動因・原動力となる
ive（名詞化・形容詞化）

motif
[moutíːf ]

モチーフ・（芸術作品の）主題
フランス語より➡芸術作品で動機となった中心的な思想

leitmotif
[láitmoutìːf ]

（芸術作品で）繰り返し現れる主題
leit（ドイツ語：導く）➡指導的な役割のmotif（モチーフ）

mutiny
[mjúːtəni]

反抗・反乱・暴動
「運動」が原義

mobile
[móubəl]

可動性の
ile（形：可能）➡動くことができる

automobile
[ɔ̀təməbíl]

自動車
auto（自分で）➡自分で動くもの

mob
[mάb]

暴徒・愚民
ラテン語mōbile vulgus（移動する群衆・心の動きやすい群衆）の短縮形

mobocracy
[mɑbάkrəsi]

衆愚政治
cracy（政治・支配）➡愚民による政治

mobilize
[móubəlàiz]

動員する・結集する
ilize（動詞化）➡動ける状態にする

そ
の
他
の
名
詞

自
然

人
体

人
間
の
行
為
・
知
覚

人
間
の
心

人
間

形
容
詞

動
作
関
係
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［動作関係］
mov・mot・mob・mom

ラテン語movēre（動かす・かき回す・感動させる）より

move
[múːv]

動く・感動させる

commove
[kəmúːv]

撹乱する・動揺させる
com（一緒に）➡一緒に動かす➡混乱させる

remove
[rimúːv]

取り除く
re（再び）➡元々あるものを再び動かす

motion
[móuʃən]

移動・運動
ion（名詞化）

motor
[móutər]

モーター・原動力
or（名詞化）➡動かすもの

motorcycle
[móutərsàikl]

オートバイ
cycle（一巡）➡動く円

promote
[prəmóut]

昇進させる・促進する
pro（前に）➡前に駆りたてる

commotion
[kəmóuʃən]

動乱・激動
com（一緒に）➡一緒に動かすこと➡騒ぎを起こすこと

remote
[rimóut]

遠く離れた
re（後ろに）➡後ろに動かされた➡遠くにやられた

1
【動く】
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neoclassic
[nìːouklǽsik]

新古典派の
classic（古典派の）

neon
[níːɑn]

ネオン
on（元素）➡ネオンが発見されたのは 1898 年で、この当時「新し
い」という意味で命名された。

neonate
[néənèit]

新生児
nat（生まれる）／ate（名詞化）

neologism
[niɑ́lədʒìzəm]

新語
log（言葉）／ism（名詞化）➡新しい言葉（造語）

new
[njúː]

新しい・新鮮な・奇抜な
古英語nēoweより

grav・griev
ラテン語gravis（重い・困難な）より

gravity
[ɡrǽvəti]

重力・引力・重さ
ity（名詞化）

grave
[ɡréiv]

重い・厳粛な
cf．「墓」を意味するgraveは古英語græf（墓）より。「彫刻する・銘
記する」のgraveは古英語grafan（掘る）が語源で、両単語は同じ
綴りだが語源は別。

gravid
[ɡrǽvid]

身重の・妊娠している
id（形容詞化）

155
【重い】

そ
の
他
の
名
詞

自
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246

［形容詞］
nov・neo

ラテン語novus（新しい・若い）より
ラテン語novāre（新しくする）より

novel
[nάvəl]

新鮮な・奇抜な

novel
[nάvəl]

小説
ラテン語novella narrātiō（新しい種類の話）の短縮形が、イタリ
ア語より英語に入った。

novice
[nάvis]

初心者
ice（名詞化）

novitiate
[nouvíʃiət]

見習い期間
ate（名詞化）

nova
[nóuvə]

新星

supernova
[sùːpərnóuvə]

超新星
super（超）

innovate
[ínəvèit]

刷新する・革新する
in（中に）／ate（動詞化）➡新しいという概念の中に入れる

renovate
[rénəvèit]

修復する・回復する
re（再び）／ate（動詞化）➡再び新しい状態に戻す

154
【新しい】
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hominid
[hɑ́mənid]

〈人類学〉ヒト
id（名詞化）

homage
[hɑ́midʒ]

尊敬・敬意・主従の関係
age（名詞化）➡人に仕えること

humor
[hjúːmər]

ユーモア・こっけい
or（名詞化）➡湿ったもの➡気分をよくするもの
乾いた気候のヨーロッパでは、人の気質を左右するのは湿気だ

と考えられてきた。昔、humorは「体液」を意味した。

exhume
[iɡzjúːm]

（死体を）発掘する・復活させる
ex（外に）➡土地から外に出す

inhume
[inhjúːm]

（死体を）埋葬する
in（中に）➡土地の中に入れる

humble
[hʌ́mbl]

身分の低い・粗末な・謙虚な
地面低く暮らす➡質素な

humid
[hjúːmid]

湿った
id（形容詞化）➡地面に置かれた（低い地面の上は湿っていて水
蒸気が多いので）

humidify
[hjuːmídəfài]

湿らせる
ify（動詞化）➡地面に置く（低い地面の上は湿っていて水蒸気が多いので）

humiliate
[hjuːmílièit]

侮辱する
ate（動詞化）➡相手を低いところ（地面）に置く

humility
[hjuːmíləti]

謙遜・謙虚・卑下
ity（名：状態）➡自分を低いところ（地面）に置いた状態 そ

の
他
の
名
詞
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［人間］
hum・hom

ラテン語humus（大地・地方）より
ラテン語humāre（埋める・埋葬する）より

human
[hjúːmən]

人間・人間の・人間らしい
「地上のもの」が原義

humanism
[hjúːmənìzm]

人間主義・人本主義
ism（主義）

humanity
[hjuːmǽnəti]

人間性・人類・人道
ity（名：状態）

humanitarianism
[hjuːmæ̀nətéəriənìzm]

人道主義・博愛主義
ism（主義）➡人間であること

humane
[hjuːméin]

人間味のある・慈悲深い

humanize
[hjúːmənàiz]

人間らしくする・教化する
ize（動詞化）

dehumanize
[dihjúːmənàiz]

人間性を奪う・機械化する
de（離れて）／ize（動詞化）➡人間から離れる

superhuman
[sùːpərhjúːmən]

人間の域を超えた・超人的な
super（超えた）➡人間を超えた

homicide
[hɑ́məsàid]

殺人
cide（殺す）➡人を殺すこと

182
【人間・土地】
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